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例　　口

1．本書は、佐久市が行う地方特定道路整備事業市道S1－210号線（近津東線）に伴う近津遺跡群
下宮原遺跡I・Ⅱ、周防畑遺跡群の発掘調査報告書である。

2．調査原因者　　　　　佐久市（建設部　高速交通課）

3．調査主体者　　　　　佐久市教育委員会

4．遺跡名及び所在地　　近津遺跡群下宮原遺跡（NTS）　佐久市長土呂1，0562－2他
周防畑遺跡群　　　　　　　　　　　佐久市長土呂900－2他

5．調査期間及び面積　　調査期間　平成19年8月17日～平成21年3月27日

発掘調査
下宮原遺跡I・周防畑遺跡群　平成19年8月17日～平成19年9月11目

下宮原遺跡Ⅱ　平成20年5月13日

整理作業　　　　平成19年9月21日～平成20年3月19日
平成20年6月23日～平成21年3月27日

調査面積　　下宮原遺跡I　平成19年度　700Iが　平成20年度　270rd

周防畑遺跡群　平成19年度　90汀f

開発面積　　2，400nf
6．調査担当者　林　幸彦　佐々木宗昭

7．本書の編集・執筆は、林が行った。

8．本書及び出土遺物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

凡　　例
1．遺構の略記号は、住居祉（H）・土坑（D）・ピット（P）である。

2．挿図の縮尺は次のとおりである。下記以外の物については挿図中にスケールを示す。

住居址1／80　土坑1／60　土器1／4
3．遺構の海抜標高は各遺構ごとに統一し、水糸標高を「標高」として示した。

4．土層・遣物胎土の色調は、1988年版『新版　標準土色調』に基づいた。

5．調査区グリッドの、間隔は4×4mに設定した。
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第董卓　発掘調査の経緯
1．立地と経過
近津遺跡群下宮原遺跡は、佐久市長土呂に所在し、小諸市境の市の北東部に位置している。この付

近は、浅間第一軽石流の堆積と浸食によって形成された田切地形が発達する。田切は南西方向に放射

状に延びている。田切地形の台地上には、原始から中世の遺跡が数多く存在する。台地上の遺跡には、

北から古墳。平安時代の集落が調査された本遺跡群、古墳。奈良。平安時代の大規模な集落が検出さ
れた芝宮遺跡群。長土呂遺跡群、さらに、南西には縄文。弥生e古墳。奈良。平安時代の遺構が密集

した西近津遺跡群がある。

今回、佐久市建設部高速交通課が地方特定道路整備事業市道S1－210号線の道路工事を行うことに
なり、佐久市教育委員会が試掘調査を行った。結果、近津遺跡群内で遺構が発見されたため保護協議

を行い、記録保存目的の発掘調査を行う事となった。周防畑遺跡群内では、遺構は確認されなかった。

2．調査体制
調査主体者

事　務　局

佐久市教育委員会

教　　育　　長　木内　清

社会教育部長　柳沢義春（平成19年度）　内藤孝徳（平成20年度）
社会教育部次長　山崎明敏（平成19年度）　柳沢本樹（平成20年度）

文化財課長　森角吉晴　　　　　　　　文化財調査係長　三石宗一

文化財調査係　並木節子　　林　幸彦　　須藤隆司　　小林真寿　　羽毛田卓也
神津　格　　冨沢一明　　上原　学　　出浮　力

調査体制

調査担当者　林　　幸彦　佐々木宗昭

調　査　員　赤羽根充江　浅沼　勝男　安藤　孝司　磯貝　律子　江原　富子　臼田　絢佳

小幡　弘子　狩野小百合　澤井　知春　清水　澄生　春原　幸子　大工原達江

土屋　武士　林　まゆみ　日向　昭次　中島ふくじ　中山　清美　比田井久美子

細萱ミスズ　堀籠　保子　武者　幸彦　柳沢　　武　山元有美子　横尾　敏雄

依田　美穂　依田　三男　渡辺久美子　渡辺　長子

3．基本層序

第11図の層序模式図に示したように、I層は腐葉土が主でフワフワしている。田切の谷底の1層も

同様であるが、層厚はより薄い。Ⅱ層の黒褐色土は現道下では、見られない。Ⅲ。Ⅳ層が遺構確認面

であるが、Ⅳ層の浅間第一軽石流堆積面でより明確な確認ができた。

4∴検出遺構と遺物の概要

近津遺跡群下宮原追跡I（平成19年度調査）

遺構　竪穴住居址2軒（平安1、縄文中期？1）土坑4基、溝状遺構1条、ピット8個
遺物　縄文土器e土師器。須恵器e鉄製品

近津遺跡群下宮原追跡Ⅱ（平成20年度調査）溝状遺構1条

周防畑遺跡群（平成20年度調査）遺構なし・出土遺物なし

5．遺跡の位置と周辺遺跡

下宮原遺跡I。Ⅱは、湧玉川左岸田切台地上の南端に位置し、標高は732m内外である。同じ近津遺
跡群で近津神社東隣の北近津遺跡（昭和47年調査）では5世紀後半から6世紀の住居址4軒等、さら

に、北近津遺跡Ⅲ（平成19年調査）では3軒の弥生末から古墳時代初頭の住居址等が検出されている。
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今回の調査区北側の「中部横断自動車道」用地内では、長野県埋蔵文化財センターにより調査が継続
している。現在までに弥生時代末～古墳時代前期・古墳時代中期～後期・平安時代の住居址20軒など
が調査されている。平安時代5軒の住居址は、本道跡のH1号住居址と同様に南東コーナーにカマド

が構築されている。本遺跡群南方に弥生後期・古墳～平安時代集落が検出された西近津遺跡群や周防
畑遺跡群が、東方に古墳～平安時代集落が検出された聖原遺跡や芝宮遺跡群・中原遺跡群がある。

第2図　近津追跡群下宮原遺跡I・Ⅲと周辺追跡位置図（1：15，000）

第3図　近津遺跡群下宮原遺跡I・Ⅲと周防畑遺跡群調査区設定図（1：5，000）
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第Ⅱ章　遺構と遺物
1．H1号住居祉　本址は、け・こ－2・3、こ4Grに位置し、D2号土坑に切られる。北辺を水
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1屑　熊褐色土（10YR3／1）パミス少量、炭微軋

2屑　暗褐色土（10YR3／4）パミス少通、ロームブロック含む。

3屑　暗褐色土（10YR3／3）パミス少量、ローム含む。

4層　にぷい遊褐色土（10YR5／3）パミス黄色ローム少一誌含む。

5屑　褐灰色土（10YR4／1）ローム粒了・多址パミス少見。しまりなし。

6層　褐色土（10YR4／4）かたくしまる。

7屑　にぷい薦褐色土（10YR5／3）パミス少正。黄色ローム少払　しまりなし。

8層　黒褐色土（10YR3／1）パミス・ロームブロック少址。

9屑　暗褐色土（10YR3／3）

10屑　暗褐色土（10YR3／3）ロームを多良に含む。

11屑　黒褐色土（10YR3／1）黒色粘土ブロック多軋炭・ロームブロック少軋

12屑　黒褐色土（10YR3／1）炭・焼士粒子多く含む。

13層　黒褐色士（7．5YR2／l）

14屑　赤褐色士（5YR4／6）

15層　暗褐色土（5YR3ノ3）

16周　明赤褐色士（5YR5／6）

17屑　黒褐色土（75YR3／2）

18屑　黒色土（7．5YR2／1）

19層　暗褐色土（10YR3／3）

20屑　暗褐色土（75YR3／3）

21層　晴赤褐色土（5YR3／3）

焼土・粘土ブロック含む。

焼土。

焼土・粘土多＿謎に含む。

粘土が焼けている。

焼土・黄色ローム・炭の小ブロック少量。

黒色粘土。

ロームブロック多良。

黒色。（果褐色日

焼士粒子多量。

22層　にぷい赤褐色土（5Y則／4）焼士多血。

23層　暗褐色土（5YR3／3）焼上・炭含む。

24層　暗褐色土（5YR3／2）焼士ブロック多蓑。

25層　にぷい赤褐色土（5YR4／4）焼土ブロックが三L

26屑　黒褐色土（75YR2／2）粘質土。焼士ブロック少量。

第4図　H1号住居址実測図
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0　標㌍昔　2m

第5図　H1号住居址カマド実測図

27暦　にぷい責褐色土（10YR4／3）焼1ブロック少量。

28胴　暗褐色上（10YI13／3）ロームブロック多く含む。かたくしまる。

29刑　暗褐色土（10YR3／4）　しまりあり。

30屑　暗褐色士（10YR3／3）ローム小ブロック少是。かたくしまる。

31屑　暗褐色l（10YR3／3）　ロームブロック多く含む。

32層　にぷい藁褐色上（101′1そ4／3）ロームを含む。

道管で、カマド付近と西壁の一部を撹乱により壊さ

れ、1・3層の覆土は自然堆積である。規模は北壁

4．2m、南壁4．4m、東壁4．2m、西壁4．2mを測り隅
丸方形を呈する。壁残高最深32cmを測り、南北の軸

方位はN－300－Wを示す。

ピットは10個検出された。住居址中央のやや北寄

りにPl～P3が、両壁直下にはP5～P7が南北
壁と平行の位置から検出され、主柱穴と思われる。

Plには径18cmの柱痕が認められた。Pll・P12は

床下から検出された。

床は平坦で中央付近とカマド近辺は固く締まる。
深さ4～6cmの周溝が、東壁から西壁壁下を巡る。

カマドは南東コーナーに設置されていた。旧カマ

ド煙道部のみが新カマド煙道部の30cm北側に確認さ
れた。両袖の芯に礫を用い、礫の下部と外側を暗褐

色土で礫の上部と内側を黒色粘土で被覆し構築され

ていた。左袖の礫は鉄平石、右袖の礫は砂岩であっ

た。煙道部の底面は黒色粘土で構築され、煙道側壁
は手前側が焼け込んでいて固い。新煙道部は火床か

ら緩やかに直線的に立ちあがるが、旧煙道部は中程

に平坦な面がある。旧煙道部はよく焼け込んでいて、
崩れた側壁等の多量の焼土が見られた。

南西および北西コーナーのP8とP4にマウンド

が付随する。P8には北縁と両線に堅く締まった暗

褐色土の高さ6cmのマウンドが、P4の北縁には高

さ5cmほどロームブロックを多く含んだ堅く締まる
暗褐色土のマウンドが見られた。P8は長径100cm

ほど短径90cm、深さ床面から10cm・マウンド上面か
ら16cmを測る。P4は長径100cm短径90cm、深さ36

cm・マウンド上面から40cm前後を測る。

遺物は須恵器、土師器、鉄器が出土した。1～

4・7・8がカマド、6がカマド付近、9がP4と

カマド付近、5がI・Ⅲ・Ⅳ区から、10～12がP6

から出土した。1の須恵器は高杯の脚部であろう、

内面上部縦にへラナデされる。2・3は土師器碗で

内外面ロクロナデ、器厚は共に厚く特に3は二重重

ねのように分厚く成形されている。4－6は土師器

非ロクロ成形の羽釜で鍔は全周するものと思われる。

外面パケメ調整される4・5とヘラナデ後一部粗い
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へラミガキされる6がある。4－6は土師器非ロクロ成形の羽釜胴下部から底部である。P6から3

点の鉄製品が出土した。10は苧引金具、1卜12は細く円形の断面をした鉄製品で用途不明。
本牡は、土師器羽釜・碗の特徴から11世紀前半の所産と思われる。

＼云∃至堅ク；

0　　　（1こ4）　　10cm

1

0　　　（1こ3）　　7，5cm

1碓1殿
第6図　H1号住居址出土遺物実測図

2．H2号住居址　本址は、そ・た－5Grに位置し大半の部分は調査区域外にある。規模は南壁3．
0m、東壁検出部0．6m、西壁検出部1．0mを測り隅丸方形ないしは長方形であろう。壁残高は最深32cm

を測り南北軸方位N－350－Wを示す。4層の覆土は自然堆積とみられる。調査範囲ではカマドや炉は

みられない。平坦な床面は敲き締められていない。出土遺物は縄文時代中期後半の深鉢1片だけである。

珊査区域外 ◎『，　午
1層　暗褐色士（10YR3／3）

小石・ノ1ミス1cm大、

黄色ローム粒子少盈含む。

2屑　灰黄褐色土（10YR4／2）

パミス・黄色ローム粒子含む。

3屑　黒褐色士（10YR3／2）

小石・パミス含む。

4屑　灰黄褐色土（10YR4／2）

パミス・黄色ローム粒子多丑含む。

第7図　H2号住居址実測図および出土追物実測図

五ポ・：

標訂3昔　2m

1屑　策褐色土（10YR3／2）

パミス少丑含む。

第8図　M1号溝状遺構実測図

3．溝状遺構　M1号溝状遺構は、さ4・5Grから検出された。深さ4～7cmで北に延びると思われる。

－5－



Dll屑　∴l、し褐色土（10YR3／2）

黄色ローム・パミス少壇含む。

標高73290m

o　　　（1こ60）

1．5m
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D21厨　黒褐色土（10YR3／1）

パミス・黄色ロームブロック少是含む。

標高732．80m

O　　　　（1160）

D31屑　暗褐色士（10YR3／3）

小石・パミス微塩含む。

2層　灰黄褐色土（10YR4／2）

黄色ローム粒子・パミス少壮含む。

3屈　黒褐色土（10YR3／2）

パミス徴見含む。

0　　　（1こ4）　　10cm

第9図　土坑実測図・トレンチ3出土追物実測図
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0　　　　（1こ60）　　1．5m

D41屑　黒褐色土（10YR3／1）

にぷい黄褐色土・黄色ローム粒子・

パミス少琉含む。

トレンチ4のM2号溝状遺構は

幅3mで北に延びる。

4．土坑　土坑は4基検出された。
出土遺物もなく、機能等言及でき

ない。

5．まとめ　今回検出された平安

時代の南東コーナーにカマドを持

つ形態の住居址は、調査区北側で長野県埋蔵文化財センターが現在調査中の北近津遺跡群「中部横断

自動車道」建設予定地でも5軒散在的に発見され、M2号溝状遺構は、直線的に湧玉川まで続いてい
ることが確認されている。佐久市教委で調査した北近津遺跡

こ4十

さ斗 ‾‾・‾1・

／
／

（1こ80）　　2m

第10図　ピット群実測図

Ⅱや「中部横断自動車道」建設予定地で長野県埋蔵文化財セ

ンターが検出した弥生時代末～古墳時代前期・古墳時代中期
～後期の住居址は、下宮原遺跡I・Ⅲでは確認されていない。

周防畑遺跡群内でのトレンチからは、遺物・遺構とも発見

されなかった。

南側田切り谷底の土層堆積状況をトレンチ3で観察した。

表土下2．2mの層厚がある。最下層は砂と1－5cmの円礫
と亜円礫層で下層部は堅く締まり、底面は大小の浸食による

凹みが見られた。田切谷底一面に水流があったと思われる。
この層から第9図の底部へラナデされる須恵器杯（奈良時

代）と2片の須恵器杯・5片の土師器が出土した。8点とも

よく摩耗している。この上の第9層は最深60cm

ほどのシルト質土を主とし、水の流れは緩やか

であったとみえる。その後高さ3mのPl（第

7～9層）が崩落した。第9層を切って少し摩

調査区域外　耗した軽石を多量に含むシルト質の第5層が、

幅2m深さ1．5m堆積している。第3・4層に

は小量の水流が窺える砂のブロックが僅かに見

られる。このような状況は、いずれも自然流水

の浸食堆積と考えられる。

－6一



I層　黒褐色土（10YR2／3）

Ⅱ層　黒褐色土（10YR2／3）

明黄褐色土（10YR6／8）小ブロック少量。

Ⅲ層　褐色土（10YR4／6）

漸移層。黄橙色（10YR8／6）の1～2cm大の軽石を

多量に含む。

Ⅳ層　明黄褐色土（10YR6／8）

浅間第一軽石流。黄橙色（10YR8／6）の1～5cm大
の軽石を多量に含む。

第11図　標準土層模式図

1061－2

1060－12

第12図　下宮原遺跡I・Ⅱと周防畑遺跡群調査全体図（1：1000）

1059－3

中部横断自動車道用地

旬

M‾1．㌢1

904

下宮原遺跡I

トレンチ3

（1：1，000）　　　25m

周防畑遺跡群

900－2

1層　暗褐色土（10YR3／4）表土、腐蝕土層。

2層　黒褐色土（10YR2／3）暗褐色土中ブロック少量。

3層　にぷい黄褐色土（10YR4／3）砂のブロック僅か。（少量の水流れたか）

4層　暗褐色土（10YR3／4）1～5cm大の軽石（磨耗していない）少量。

5層　暗褐色土（10YR3／4）シルト質土。1～5cm大軽石（少し磨耗）を多く含む。

6層　黒褐色土（10YR2／3）灰褐色土のPlを多く含む。

7層　黒褐色土（7．5YR2／2）灰褐色土のPlが主。（崩落土）

8層　黄橙色土（10YR7！8）plの崩落。

9a層　褐色土（10YR4／4）シルト質土多量。

北側に軽石（1～5cm大）南側に帯状（5cm）厚さのにぷい黄褐色土。

9b層　褐色土（10YR4／4）砂礫と8層のPlを帯状に含む。

崩落した8層に押し出される状況。

10層　暗褐色土（10YR3／3）1～5cm大の砂磯。（円磯・亜円礫）

底面に1mmの鉄分含んだ赤色土・下方はかたくしまる。

第13図　トレンチ3（田切り谷底）の土層断面図（1：80）
ー7－
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D2号土坑（北西から）

D4号土坑（西から）



田切り谷底底面の状況（南から）
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第1表　Hl号住居址出土遣物観察表
′由一－′垂∴‾劉 － 、調達 法　　 量 牒 ㌶ 歓予 調幸賢 、・、＿　采＿頒

出土位置I；照 一－、；、：・ 発 、．… 避寒 頬紅 義離 線 嶺 轟 酪 藩 幸 尋 転 、、洛 索主席、＿－、ニ；＿；． 億 ‡考 、

1 須恵器 高士不 － － 〈5 ．0 〉 ロクロナデ→脚柱部へラナデ ロクロナデ 完全実演リカマ ド付近、カマ ド

2 土師器 士不 （15 ．9 ） － 〈5．3 〉 ロクロナデ ロクロナデ→高台貼付 完全実瀕りカマ ド

3 土師器 士不 （19 ．0 ） － 〈5 ．8 〉 ロクロナデ ロクロナデ→高台貼付 完全実演 I区、カマ ド

4 土師器 羽釜 － － － 口緑ヨコナデ→胴部へラナデ 口緑ヨコナデ→パケ目→鍔貼付 破片実演リカマ ド

5 土師器 羽釜 － － － 口緑ヨコナデ→胴部へラナデ 口緑ヨコナデ、胴部パケ冒→鍔貼付 破片実演リI 区、Ⅲ区、Ⅳ区

6 土師器 羽釜 － － － ヘラナデ ヘラナデ→一部粗い、ヘラミガキ、鍔貼付 破片実演リカマ ド付近

7 土師器 羽釜 － （12．6 ） 〈5 ．4 〉 ヘラナデ 胴部へラナデ→パケ目、底部へラナデ 回転実演」カマ ド

8 土師器 羽釜 － 15．1 〈2 ．3〉 パケ目→ヘラナデ 胴部ナデ、底部ナデ 完全実演 カマ ド

9 土師器 羽釜 － 17 ．0 〈7 ．5〉 ヘラナデ 胴部へラケズリ→ヘラナデ、底部へラナデ 完全実演 Ⅲ・Ⅳ区、P4 ，Ⅳ区ホリ

No 器　 種 素　 材 残存率 最大長 最大幅 最大厚 重　 量 所　　 見 出土位置

10 苧弓金具 鉄 4 ．5 10 ．0 0 ．2 1 7 ．8 0 P 6

1 1 不明 鉄 〈7 ．1〉 1．8 0 ．5 6 ．8 4 P 6

1 2 不明 鉄 〈4 ．3 〉 2 ．3 0 ．8 4 ．5 5 P 6

第2表　土坑計測表

軍神賢基

D l そ ・た－7 円形 9．万 8 岩 1 5 東側撹乱

D 2 「ナー2 円形 8 8 7 4 4 5 H l を切る。

D 3 そ－5 円形 1 3 0 （9 4 ） 3 2 北側調査区域外

D 4 そ－5 円形 1 0 0 （9 4 ） 2 0 西嶺乱

第3表　ピット計測表

畢輝 ・・－こ．∴．． ．．き－‥＿・．膨∴・こ‥．ニ′．′′．′：′′

P l な －9 円形 4 0 4 0 1 8 覆土　 黒褐色 土

P 2 な － 9 楕円形 4 0 3 0 2 5 覆 土　 黒褐色 土

P 3 こ－ 5 円形 3 4 3 4 1 9 覆 土　 黒褐色 土

P 4 こ－ 5 楕円形 3 6 3 0 1 5 覆 土　 黒褐色 土

P 5 こ－ 4 円形 4 0 4 0 1 3 覆 土　 暗褐色 土

P 6 lナー 4 楕円形 3 0 2 0 1 2 覆 土　 黒 褐色土

P 7 け － 4 円形 2 6 2 6 10 覆土　 暗褐色土

P 8 け － 4 円形 3 8 3 4 9 覆土　 日昌褐 色士
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住　　　　　 所 ながの　けん　さ　く　L　L　が長野県佐久市志賀5953

遺　　 跡　　 名 近津遺跡群下宮原遺跡 I ・II （N T S I ・N T S II）　 周防畑遺跡群

遺 跡 所 在 地 佐久市長土呂1056－2他　　　　　　　　　　　　　　　 佐久市長土呂900－2他

遺　 跡　 番　 号 6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7

経　　　　　 度 1380－28′－06．′′（世界測地系）

緯　　　　　 度 360－17′－31′′（世界測地系）

調　 査　 期　 間
2007．8．17－2007．9．11　 2008。5．13 （現場）

2007．9．21－2008．3．19　　 2008．6．23－2009．3．27 （整理）

調　 査　 面　 積 1060 Iポ

調　 査　 原　 因 地方特定道路整備事業市道 S 1－210号線 （近津東線）築造工事

種　　　　　 別 集落址

主　 な　 時　 代 縄文時代 ・平安時代

遺　 跡　 概　 要
遺構　 竪穴住居址2軒 （平安l e縄文1）土坑4基　 溝状遺構2条他

遺物　 縄文土器 ・須恵器 ・土師器 ・鉄製品

特　 記　 事　 項 近津遺跡群範囲の東限が確認できた。


